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マントル遷移層底部を位置づける660km地震波速度不連続面は、マントルを主に構成するオリビン系鉱物の相

変化で生じていると考えられている。一方で、深さ660km周辺に複数の地震波速度の不連続面が存在すること

が、反射波や変換波などを用いた地震波の解析から、マリアナ諸島やトンガ・フィジー諸島などでみつかって

いる（例えば、Tibi et al., GRL 2007; Zang et al., GRL 2006）。複数の660km地震波速度不連続面の存在

は、マントル内のオリビン以外の鉱物による相転移に関係するとも考えられるため、複数の不連続面の有無や

その不連続面の特性は、オリビン以外の鉱物の分布や種類、相を含めてマントルの特性を理解する上で重要で

ある。  

 

本研究では、サハリンで発生した深発地震について、日本の地震観測点で取得したデータを用いて、北日本下

のマントル遷移層周辺を伝播したP波を調べる。本研究でみるP波は、西方へ沈み込む太平洋プレートから海側

（沈み込む方向と反対側）に離れた場所に位置するマントルを伝播している。震央距離約9～13度の観測点の

鉛直成分で、地震波速度モデルiasp91から予想される時刻に類似して、660km地震波速度不連続の

triplicationによると思われるP波の後続波がみられる。そして、さらに遠方の観測点で、みかけ速度の大きい

P波の後続波が観測される。660km不連続のさらに深くの地震波速度不連続に起因するtriplicationによるもの

かもしれない。本発表では、この地震波の特性を紹介する。
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